
うわじま牛鬼まつり 所感（PRGH）

下岡 愛佳（しもおか あいか）

お祭りは、２度目の参加をさせていただいたのですが、今回はPRGHという貴重な役割をさせていただき、自身に

とってかけがえのないお祭りの思い出を作ることができました。牛鬼を担ぐ皆様や盛り上げ隊の皆様の迫力のある

声を聴き、お祭りへの情熱を強く感じました。そして、私自身も、「わっしょい」「わっしょい」と自然と大きな声で声が

出てきました。お祭りの後は、市長様からいただいた、揚げたてのじゃこ天や、みかんぶり、みかんサーモン、みかん

鯛といった頬がとろけるような美味しい食べ物を堪能させていただきました。その後は、前回叶わなかった走り込み

を拝見し、その迫力の大きさに圧倒されました。最初から最後まで、宇和島の魅力に惹きつけられ、二度とない経

験をさせていただきました。本当に、ありがとうございました。

松浦 優日（まつうら ゆうひ）

2度目の牛鬼祭りでしたが、宇和島の方々の活気あふれたお祭りを今年も見ることができ、私自身も楽しむことが

出来ました。天気も良好で炎天下の中、色とりどりの牛鬼がとても美しかったです。子供牛鬼パレードも一瞬では

ありますが、拝見できました。また、人生で初めて走り込みを拝見し、迫力があり、宇和島ならではの魅力あるお

祭りであると感じました。竹の先にとりつけられた御幣を男性の方が取り、その瞬間に拍手と歓声が上がりお祭りに

参加している皆様が一つになった瞬間がとても感慨深かったです。懇親会を通して、地域のつながりを感じたととも

に多くの方々と交流でき、とても貴重な経験となりました。本当にありがとうございました。

青木 智子（あおき のりこ）

今年も、宇和島市の方々が温かく迎え入れてくださり、ANA牛鬼隊として参加できたことに感謝申し上げます。今

年はPRGHとして開会式に登壇させていただきましたが、様々な衣装や牛鬼の多彩な色が広がる景色がとても印

象に残っています。また、私たちPRGHが不便なく日程をこなせるよう、各所でお力添えをいただき、和霊大祭の

走り込みまで存分に牛鬼まつりを楽しむことが出来ました。初めて夜までお祭りに参加させていただきましたが、昼

に見た牛鬼の姿とはまた違って見え、暗闇の中、たいまつの灯りに照らされた牛鬼の姿は神々しく、目を見張るも

のがありました。実際に感じ取った人々の熱狂や雰囲気は現地でしか味わえないものであり、このような経験や感

動が、これから先も受け継がれていくきっかけになるのだろうなと感じました。



宇和島市長表敬訪問 所感（PRGH）

下岡 愛佳（しもおか あいか）

表敬訪問をさせていただいた際、緊張してしまい、

上手く言葉が出てこなかったのですが、市長様が

牛鬼祭りや走り込み、食事処について気さくに話

しかけて下さり、とても嬉しかったです。

その後、安岡蒲鉾様にて、じゃこ天の歴史を学

び、じゃこ天づくりという貴重な経験をさせていた

だきました。ハート型や俵型など、オリジナリティの

溢れるじゃこ天を成形することができました。

真珠会館様では、宇和島産の真珠や天然石を

使用し、オリジナルのブレスレットを作成させてい

ただきました。白く輝く真珠に、助言をいただきな

がらどのパーツが合うか試行錯誤を重ね、唯一

無二のブレスレットを作ることができました。

忘れることのできない、かけがえのない思い出とな

りました。多くの貴重な体験をする機会を下さり、

本当にありがとうございました。

松浦 優日（まつうら ゆうひ）
市長様と短い間ではございましたが、お話

をする機会を頂くことができ、とても貴重

な経験となりました。緊張のあまり口数が

少なくなりましたが、市長様が沢山話しか

けて下さり緊張も少しほぐれました。一次

懇親会で提供して下さった、お刺身はとて

も美味しかったです。その中でも、みかん

の皮や搾りかすを餌に混ぜて育てられた

サーモン・鯛・ぶりは美味しくいただきま

した、ありがとうございます。じゃこ天作

り体験や真珠アクセサリー体験をさせて頂

き、とても貴重な経験をさせて頂きました。

また、宇和島プロジェクトの方々とお話し

する中でマグロの解体ショーについて知る

ことが出来ました。普段の生活では中々知

り得ない話題だったため興味深かったです。

宇和島市の暖かさに触れることが出来た

1日となりました。本当に沢山の経験と思

い出をありがとうございました。

青木 智子（あおき のりこ）
連日のお祭りの対応でお忙しい中、岡原市長はじめ西本副市長には早朝より

貴重なお時間をいただき、別日に開催されていた牛鬼まつりの様子や裏側な

どをお伺いしました。緊張感のある場でしたが、市役所の方々を含め皆様穏

やかで、終始リラックスして参加することができました。その後は、宇和島

プロジェクトの皆様にお話を伺い、安岡蒲鉾様では、できたてのじゃこ天を

味わいました。今まで食べてきたじゃこ天の味とは打って変わって、歴史や

製造過程を知ることで、よりその奥深さを体感することができました。真珠

会館様では試行錯誤しながらオリジナルのブレスレットを作成し、宇和島で

の二日間の思い出を形として残すことができました。PRGHの三名で、太陽

が真珠に反射して輝く様子を楽しみながら帰路につきました。夏の宇和島で

過ごした、学びの多い輝かしい二日間でした。


